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　　７Ｋタイプのコイルを使用した、バンドパスフィルタ－（以下、ＢＰＦ）は、使用頻度が高い物です。一般的には、
　　下記の（１）の形が多く使われています。今回は、７Ｋコイルのリンクコイルを使用しないで、マッチングを取る
　　（２）の回路で、ＢＰＦを製作してみました。
　　実験した周波数は、現在、７ＭＨｚ帯と２１ＭＨｚ帯の２バンドのみです。

　
１）リンクコイル・タイプ　ＢＰＦ

　
　　よく使われている、リンクコイル
　　を入出力にした物です。
　　入出力に、５０オ－ムのような
　　低いインピ－ダンスをつなぐと
　　コイルのＱが下がり、ＢＰＦの
　　性が、悪くなります。

　　下記に、７ＭＨｚと２１ＭＨｚ時のＢＰ
　　特性を、載せておきます。
　　
　

　＊リンクコイルタイプのＢＰＦ　７ＭＨｚと２１ＭＨｚ時の特性例　（ＦＲＭＳにて測定）

２）Ｃｅｎｄタイプ　ＢＰＦ　（シ－エンドタイプ）

　リンクコイルを、入出力に使わず
　マッチング回路により、５０オ－ムの
　入出力を、行います。
　これにより、コイルのＱの低下が少
　くなり、通過帯域の特性が改善され　
　ます。ＢＰＦの通過損失も、低下しま
　す。



＊ＣｅｎｄタイプのＢＰＦ　７ＭＨｚと２１ＭＨｚ時の特性例　（ＦＲＭＳにて測定）

３）リンクコイルタイプＢＰＦ　ｔｏ　ＣｅｎｄタイプＢＰＦの特性比較。（一覧タイプ）

この様に、近傍の減衰特性が良くなり、通過帯域が平らになります。ＢＰＦに低いインピ－ダンスをつなぐ場合
リンクコイルではなく、マッチングを取った方が良いです。



　４）Ｃｅｎｄタイプ・ＢＰＦ　７ＭＨｚ／２１ＭＨｚ時の、各定数

　５）他バンドへ応用するには。
　　　
　　　他バンドの定数は、２ポ－ルのＢＰＦの計算式と、特性直視装置を使い求めます。
　　　各バンドの定数決定は、今後の課題とします。時間を見ながら、定数を決めていきます。
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